


























暴言・

暴力がある患者
• 76歳男性

• 認知症あり

• 介助時に手を払う 

• 時々叩こうとする 

• 職員から「安全のため拘束が

必要では」との声

ケーススタディ①

検討事項

• 本当に暴力なのか 

• 介助方法に問題はないか 

• 痛みや羞恥心はないか 

• 環境刺激は強すぎないか



夜間に何度も

立ち上がる患者
• 88歳女性

• 軽度認知症 

• 夜間3～4回離床 

• 転倒歴あり 

• ナースコールは使えない 

• 夜勤者から「転倒したら大

変だから拘束した方が安

心」との意見が出ている。
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点滴を抜いて

しまう患者

• 79歳男性

• 肺炎治療中

• 点滴を何度も抜去酸素

チューブも外す

• ミトン使用を検討

• 患者本人は「こんなもの邪

魔だ」と言う。
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拘束を

希望する家族

• 92歳女性

• 転倒歴あり

• 家族から強く要望

• 絶対に転ばせないで欲しい！

• 拘束してでも安全にと要望

ケーススタディ④
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